











































Game Analysis in the Handball Competition:
Aspects of the Loose Ball
キーワード：ハンドボール・ゲーム分析・ルーズボール
八尾　泰寛
図1　分析コートエリア
①②③④…ゴールエリア内
ABCD…アタックエリア内
abcd…ミドルエリア内
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2．分析項目
①ボール保持ミスエリア
②ボール保持ミスによる獲得エリア
③ボール獲得エリアからの攻撃内容および成功率
3．用語説明
 ・ プレーイングエリア：ゴールエリア以外のフロン
トコート内。
 ・ ルーズボール：どちらのチームにもボールの所
有がはっきりしないボールの状況。
 ・ リバウンドボール：シュートがゴールキーパー、
ゴールポストに当たり跳ね返り、どちらのチーム
にもボールの所有がはっきりしないボールの状
況。
 ・ パッシブプレー：攻撃、シュートの意図を示さな
いで、チームがボールを所持し続けること。
Ⅲ．結果及び考察
ボール保持（パス・キャッチ）ミスによるボール喪
失位置を図2に示した。アタックエリア内全体での
ボール喪失は46.1%、ミドルエリア内全体でのボー
ル喪失は53.9%であった。コートの4分割では、エリ
アB・b・C・cで、ボール喪失割合が全体の82%を
超え、攻撃はセンターエリア中心に行われていた。
ボール保持（パス・キャッチ）ミスによるボールの
獲得位置を図3に示した。ゴールエリア内全体は
7.7%、アタックエリア内全体が58.2%、ミドルエリ
ア内全体が34.1%でルーズボールを獲得していた。
攻撃側のボールの喪失は、プレーイングエリア内
であり、防御ライン付近か前方の対処となることで、
ルーズボールを確実に獲得するためのフィジカル、
ファールを犯さずに獲得する技術の必要性が伺え
た。
ボール獲得エリア別の攻撃内容を図4に示した。
アタックエリア内は、防御側のボール獲得後の攻撃
は約8割で、その内速攻が39.6%、遅攻が45.3%で
であった。すなわち、ボール獲得後の速攻は5割弱
であり、アタックエリア内の密集した攻防の中では、
ルーズボールを獲得できるかどうかの判断が難しく、
またボールに向かわない他の選手が速攻に走ると、
仮に攻撃側にボールを再度奪われた場合ディフェン
スの崩れが起きるため、速攻へと結びつきにくいもの
と思われる。
図2　ボール保持ミスによるボール喪失位置
図3　ボール保持ミスによるボール獲得位置
図4　ボール獲得エリアからの攻撃内容
八尾　泰寛
東京女子体育大学・東京女子体育短期大学紀要　第47号　2012 105
ミドルエリア内では、防御側のボール獲得後の攻
撃は約8割で、アタックエリア内とほぼ同様であった。
しかし、その内速攻が51.6%、遅攻が25.8%で、速
攻の割合が高かった。これは、防御ラインの前方（自
陣のゴールから遠い位置）で処理を行えることにより、
ボールに向かわない選手も速攻に走ることのリスクが
少なく、高い位置でのディファンスがより有効な攻撃
となることが伺えされた。
ボール獲得エリアごとの攻撃成功率を図5に示し
た。ゴールエリア内からの攻撃（キーパーからのパ
ス）は速攻・遅攻ともに約7割の成功率があり、ボー
ルの行方がはっきりしていることで、防御から素早い
攻撃への動き出しが可能であることが示された。ア
タックエリア内は、攻撃側が再度ボールを獲得した
回数は約2割と少ないが、再度ボールを獲得した再
攻撃で攻撃成功率は75.0%と高かった。守備側の
攻撃への切換えによる防御隊形の崩れが、成功率を
高めたものと思われる。なお、アタックエリア内で防
御側がボールを獲得し成功した速攻は38.1%であっ
た。前述のように、アタックエリア内からの速攻は4
割弱と少なく、また成功率も低いことから、この位置
でのボール保持ミスはリスクが少ないことを示してい
る。
ミドルエリア内は、攻撃側が再度ボールを獲得し
た再攻撃の成功率は28.6%で、防御側がボールを
獲得した速攻が87.5%と高かった。これは防御隊形
の前方でのボール処理による攻撃への切換えが行い
やすく、また相手の帰陣の局面となることから速攻の
成功率が高いと思われる。このことで、ミドルエリア
内でボールを獲得した攻撃展開は、速攻にて多くの
得点をあげることが可能であると示唆された。
Ⅳ．まとめ
ボール保持ミスによるルーズボールに関する調査
から次の結論を得た。
1.  ルーズボールは、確実に獲得するためのフィジ
カルとファールを犯さずに獲得する技術の必要
性。
2.  アタックエリアでのボール保持ミスはリスクが
少ないことが示された。
3. ミドルエリアでは、ボールの所在が明確であるこ
とで、防御からの速攻が有効な攻撃手段であっ
た。
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